
第３学年 算数科学習指導案 

 

平成３０年９月１８日（火）  第５校時 

 

１ 単元名  かけ算の筆算としかたを考えよう 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元で扱う乗法の筆算は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の学習の関連と発展 

［２年］          ［３年］                   ［４年］ 

１１ かけ算（１）      １ かけ算                  わり算の筆算（１） 

 

 

 

 

１２ かけ算（２） 

９ かけ算の筆算（１） 

 

 

 

 

 

 

               １６ かけ算の筆算（２） 

 

 

 

 

 

 

A 数と計算  

（３）乗法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア） ２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算が，乗法九九などの基本的な計算を基にし

てできることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解すること。 

（イ） 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。 

（ウ） 乗法に関して成り立つ性質について理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア） 数量の関係に着目し，計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりするとと

もに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

・かけ算の意味 

・九九の完成 

・交換法則 

・九九表のきまり 

・分配法則の活用 

・変換法則の活用 

・a×□、□×a 

・０のかけ算 

・何十、何百×１位数の計算 

・２～３位数×１位数の計算と筆算形式 

・乗法の結合法則 

・倍の第一、二用法 

・１～２位数×何十の計算 

・２～３位数×２位数の計算と筆算形式 

・計算のきまりや法則を用いた乗法計算 

の工夫 

・倍の第三用法 

・２～３位数×１位数の暗算 

・「商」「積」の用語 

・除法の検算 



   乗法九九については、第２学年で学習しているが、本学年ではそのあとを受ける第１単元で九九の見直し

の学習から出発している。すなわち、乗法の交換法則ａ×ｂ＝ｂ×ａや、乗数が１ずつ増減するときの乗数と

積の変化の関係ａ×（ｂ±１）＝ａ×ｂ±ａを含む分配法則（ａ±ｂ）×ｃ＝ａ×ｃ±ｂ×ｃ、さらにそれらを活用

した内容について学習してきている。 

本単元ではこれらを学習の基礎にして、２０×３や３００×５のような被乗数が何十、何百の乗法を理解し

計算できるようにする。また、この計算を基にして、２位数～３位数×１位数の計算を導入し、乗法の筆算

形式とともに、その計算の原理や手順についての理解を図る。その際、乗法の意味（１つ分の数×いくつ分

＝全部の数）の理解を確実にすること、及び児童が分配法則を活用して計算の仕方をつくり出せるよう支援

していく。また、児童の多様な考えを大事にして、結合法則を身近な問題ととらえさせ、乗法の結合法則に

ついて学習を進めていく。 

本単元の学習にあたっては、模擬貨幣や数直線、テープ図をあわせた図、アレイ図、言葉、式などを用い

て考えたり、説明したりする活動を重視したい。さらに、児童の多様な考えを生かす場面では、話合い活動

も積極的に取り入れた授業展開にする。 

 

（２）児童の実態 

   本学級の児童は、どの教科においても課題に意欲的に取り組むことができる。約８割の児童が課題解決の

ための手立てとして、既習事項を活用しながら自力で答えを導くことができる。その一方で、約２割の児童

は、既習事項の活かし方が分からず操作活動を苦手としている。既習内容の定着度や、理解に至るまでにか

かる時間には、かなりの差が見られる。また、分かったことや考えたことを言語化して表現することや、自

分の考えを説明することに苦手意識をもつ児童がいるため、分かっていても、自信がないため発表できずに

いる。積極的に手を挙げて自分の意見を発表できる児童は限られてしまう傾向がある。そこで、児童が自力

で問題を解決していく過程を大切にし、それをみんなで説明し合う場を設けて、児童の自信につなげたい。

自力解決できる児童には、人に分かりやすく説明することを、そうでない児童には、具体物や図、式を使っ

て、既習事項を活かした考え方ができるように個に応じて指導していきたい。作業や解決に時間のかかる児

童に対する個別支援を行いつつ、自力で答えを導くことができる児童にも、充実した学びとなるよう環境を

作っていくことが学級の課題である。 

児童は、かけ算の学習に意欲的に取り組み、既習はほとんどできている。未習である２０×３や３００×

５の正答数が他に比べて高いのは、かけ算の答えの求め方が、たし算でもできることを理解していたためと

思われる。問題２の⑤⑥のような「かける数の大きさと積との関係」について理解が不十分である児童が２

割ほどいることが分かった。かけ算の意味を正確にとらえることは重要な既習事項であるため、授業の中で

復習する時間を設け、継続して復習したい。また、問題４のように位を分けて計算することも、本単元の学

習において重要になる。３６を３０と６に分けたり８０６を８００と６に分けたりする考え方は理解してい

ると思われるが、文章化すると戸惑っている児童も見られる。２位数×１位数の計算の仕方については、ク

ラスの３割程ができていた。そうした児童にも筆算の仕方の背後にある考え方について、しっかり理解させ

たい。 

 

（３）指導観 

   本時では、第２学年での簡単な場合の２位数×１位数の計算と、第１小単元での何十、何百×１位数の計

算の学習をもとに、２位数×１位数の計算の仕方を考え、筆算形式につなげていく。 

   本時の導入で、文章中の数値を変えながら、本時の問題場面を確認していく。数値を□として提示し、当

てはめる数値を変えていくことで、既習と未習を明確にすることにつなげたい。立式の際には、テープと数

直線の図を扱い、前時までと同様に、系統的に乗除法の立式の指導ができるようにしたい。 



 計算の仕方を考える際には、教科書 p.９８にあるような図を用いた表現を、第２学年や第１小単元での学

習を想起させながら児童に考えを出させたい。そして、これらに共通する考え方として「２３を２０と３に

分ける」ということに着目させていく。その際、第３学年での１２×３の答えを求めるときと同じアイディ

ア（分配法則）がここでも使えたことを確認したい。また、「２０×３」の部分は前時までに学習した見方

で、「２×３」をもとに考えられることを確認してから、「位ごとに分けて計算すれば、九九で答えが求めら

れる」という考え方にまとめていく。 

 

３ 研究主題との関連 

【研究主題】 

『ふるさと南河原を愛し、未来をたくましく生きる子供の育成』 

― 確かな学力を身につけ、豊かな心と健やかな体をはぐくむ小中一貫教育の推進 ― 

（１）小中一貫教育の視点 

 ＜乗法及び除法の系統性＞ 

 

小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 

・乗法の意味 

・九九、簡単な２位

数の乗法 

・整数の乗法 

・除法の意味 

・１位数による簡単

な除法 

・整数の除法 

・整数の四則計算の

まとめ 

・偶数・奇数、素数、

倍数・約数 

・分数と小数、整数

の関係 

・分数の乗除 

・分数・小数の混合

計算 

・小数・分数の計算

のまとめ 

 

中１ 中２ 中３ 

・正の数、負の数  ・平方根 

 

（２）主体的・対話的で深い学びを実現するための手立て 

主体的な学びの過程 ①学習課程を明確につかませるためにＩＣＴ機器を活用した提示を工夫する。 

②課題解決のために自分の考えを書くことで問題解決にあたらせる。 

対話的な学びの過程 ①ペア、グループでの話し合い活動を通して、協力して課題解決にあたらせる。 

②ＩＣＴ機器を使用して、個人・グループの考えを全体に広める。 

深い学びの過程 ①課題解決にあたり補助的な内容と発展的な内容を用意し、個に応じた活動ができ

るようにする。 

 

４ 単元の目標 

 〇２位数や３位数に１位数をかける乗法の計算について理解し、その計算が確実にできるようにするとともに、

それを適切に用いる能力を伸ばす。 

【関心・意欲・態度】２～３位数×１位数の筆算の仕方について、乗法九九などの基本的な計算を基にできるこ

とのよさに気づき、学習に生かそうとする。 

【数学的な考え方】 ２～３位数×１位数の筆算について、数の構成や既習の乗法計算を基に考え、表現したり

まとめたりすることができる。 

【技能】      ２～３位数×１位数の乗法の筆算の手順を基にして、計算が確実にできる。 

【知識・理解】   ２～３位数×１位数の乗法の筆算の仕方について理解する。 

          乗法の結合法則を理解する。 



 

５ 指導計画（全１５時間） 

 ・何十、何百のかけ算・・・・・・・・・・・２時間 

 ・２けたの数に１けたの数をかける計算・・・５時間（本時１／５） 

 ・３けたの数に１けたの数をかける計算・・・４時間 

 ・倍の計算・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

 ・まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間 

 

６ 単元の評価規準と学習活動における具体の評価規準 

 （１）単元の評価規準 

 ア 関心・意欲・態度 イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形につ

いての技能 

エ 数量や図形について

の知識・理解 

評

価

規

準 

・２～３位数×１位数の筆

算の仕方について、乗法

九九などの基本的な計

算を基にできることの

よさに気づき、学習に生

かそうとする。 

・２～３位数×１位数の

筆算について、数の構

成や既習の乗法計算を

基に考え、表現したり

まとめたりすることが

できる。 

・２～３位数×１位数

の乗法の筆算の手

順を基にして、計算

が確実にできる。 

・２～３位数×１位数の 

乗法の筆算の仕方につ 

いて理解する。 

・乗法の結合法則を理解

する。 

 

（２）学習活動における具体の評価規準 

小

単

元 

時 学習内容 評価規準（評価方法） 

関心・意欲・態度 考え方 技能 知識・理解 

何

十  

何

百

の

か

け

算 

１ 何十、何百に１位

数をかける乗法計

算の仕方について

理解し、その計算

ができる。 

何十、何百×１位

数の計算の仕方を

数の相対的な大き

さや、既習の乗法

九九の計算を基に

して考えようとし

ている。（ノート、

発言） 

   

２ 前時と同様。 

２

け

た

の

数

に

１

け

た

の

数

を

か

３ 

 

本

時 

２位数×１位数

（部分積がみな１

桁）の筆算の仕方

について理解し、

その計算ができ

る。 

 ２位数×１位数の

筆算の仕方を既習

の乗法九九などを

基に、具体物や図、

式を用いて考え、

説明している。（ノ

ート、発言） 

 ２位数×１位数の

筆算形式の書き方

や手順を理解して

いる。（ノート） 

４ 前時と同様。 

５ ２位数×１位数

（一の位の数との

部分積が２桁）の

筆算の仕方につい

て理解し、その計

算ができる。 

  ２位数×１位数

（一の位の数との

部分積が２桁）の

筆算ができる。（発

表、ノート） 

 



け

る

計

算 

６ ２位数×１位数

（十の位の数との

部分積が２桁、お

よび部分積がみな

２桁）の筆算の仕

方について理解し

その計算ができ

る。 

  ２位数×１位数

（十の位の数との

部分積が２桁、及

び部分積がみな２

桁）の筆算ができ

る。（ノート、発表） 

 

 ７ ２位数×１位数

（部分積を加えた

ときに百の位に繰

り上がりあり）の

筆算の仕方につい

て理解し、その計

算ができる。 

  ２位数×１位数

（部分積を加えた

ときに百の位に繰

り上がりあり）の

筆算ができる。（発

表、ノート） 

 

３

け

た

の

数

に

１

け

た

の

数

を

か

け

る

計

算 

８ ３位数×１位数

（部分積がみな１

桁）の筆算の仕方

について理解し、

その計算ができ

る。 

３位数×１位数の

筆算の仕方を、２

位数×１位数の筆

算を基にして考え

ようとしている。

（発表、ノート） 

   

９ ３位数×１位数

（－、＋の位の数

との部分積が２

桁）の筆算の仕方

について理解し、

その計算ができ

る。 

  ３位数×１位数

（－、＋の位の数

との部分積が２

桁）の筆算ができ

る。（ノート） 

 

10 ３位数×１位数

（部分積がみな２

桁、及び部分積を

加えたときに繰り

上がりあり）の筆

算の仕方について

理解し、その計算

ができる。 

  ３位数×１位数

（部分積がみな２

桁、及び部分積を

加えたときに繰り

上がりあり）の筆

算ができる。（発

表、ノート） 

 

11 ３つの数の乗法が

１つの式に表せる

ことを知り、乗法

の結合法則につい

て理解する。 

   乗法の結合法則を

理解している。（ノ

ート、観察、発言） 

倍 12 ある量の何倍かに  数量の関係を、テ  ある量の何倍かに



の

計

算 

あたる数を求める

ときに、かけ算を

用いることを理解

する。 

ープ図などを活用

して工夫して考

え、表現している。

（発表、ノート） 

あたる数を求める

ときには乗法を使

うことを理解して

いる。（発表、ノー

ト） 

 13 ある数が基にする

大きさの何倍かを

求める場合にも除

法が用いられるこ

とを理解する。 

 数量の関係を、テ

ープ図を用いて工

夫して考え、表現

している。（発表、

ノート） 

 ある数が基にする

大きさの何倍かを

求めるには除法を

用いることを理解

している。（発言、

ノート） 

ま

と

め 

14 学習内容を適用し

て問題を解決でき

る。 

  学習内容を適用し

て、問題を解決す

ることができる。

（発表、ノート） 

 

15 学習内容の定着を

確認し、理解を確

実にする。 

   基本的な学習内容

を身につけてい

る。（発表、ノート） 

 

７ 本時の学習（本時３／１５） 

（１）目標 

   ２位数×１位数の筆算の仕方を、既習の乗法九九などを基に、具体物や図、式を用いて考え、説明できる。 

（２）評価規準 

   ２位数×１位数の筆算の仕方を既習の乗法九九などを基に、具体物や図、式を用いて考え、説明してい 

   る。（数学的な考え方） 

（３）展開  （★…本校研究主題との関連  ☆…小中一貫教育に関する内容）    

学習活動 〇主な発問・予想される反応 ※指導上の留意点 ◎評価 時間 

１ 前時までの学習を

振り返る。 

  

２ 問題場面をとら

え、立式する。 

「１枚□円の画用紙を 

３枚買います。代金 

はいくらですか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇□にどんな数をいれたいですか。 

・５を入れたら九九でできる。 

・２０みたいな何十の数でもできる。 

・２３みたいな「何十いくつ」はまだ考えたこ

とがない。 

〇□が２３だったらどんな式になりそうです

か。 

 

 

・５や２０と同じようにかけ算になると思いま

す。 

・今までと同じように図に表せるからかけ算で

※ＩＣＴ専用スクリーンを

使い、既習事項の復習を

する。 

※問題場面を設定し、解決

するための意欲付けを行

う。 

 

 

 

 

 

 

※□の数を入れ替えていく

と、児童はあまり考えず

に既習の数値と同じよう

２ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問１まい２３円の画用紙を３まい買います。代金はいくらですか。 



 

 

 

 

３ 本時の課題を捉え

る。 

 

 

４ 本時の流れと今日

のゴールを確認す

る。 

 

 

 

 

５ 既習事項をもと

に、正しい立式の

見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いいと思います。 

〇□が２３になっても、かけ算にしていいのか

な。 

 

 

 

 

 

〇学習の流れを確認します。 

①課題と見通し 

②自力解決 

③グループで話し合い・発表 

④全体で確認・まとめ 

⑤感想 

 

〇問題を確認します。 

「１まい２３円の画用紙を３まい買います。代

金はいくらですか。」 

〇２３×３の答えはだいたいいくつかな。 

・２３をだいたい２０で考えると、６０くらい。 

・６０より少し大きくなる。 

〇どんな方法で計算したらよいですか。 

・式 

・図(模擬貨幣、テープ図、アレイ図) 

・言葉 

〇式、図、言葉、いろいろな方法で、２３×３

の計算の仕方を考えましょう。 

・２３＋２３＋２３＝６９ 

 

・アレイ図を書いて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にかけ算でよいと納得し

やすいが、かけ算でよい

根拠をテープ図で確認す

る。 

 

 

 

 

※学習の流れと児童にゴー

ルの姿を伝え、意欲を高

め主体的に学習を進める

ことができるようにす

る。 

 

 

※おおよその答えの見積り

を考えさせ、見通しをも

たせる。 

※既習事項を参考に、式・

図・言葉、いろいろな方

法で考えればよいことを

確認する。 

※式・図・言葉等の書き方

を全体で再度確認する。 

 

★個に応じた手立てを行

い、自力解決に取り組め

るようにする。 

※６９を簡単に求めるため

の工夫を書かせ、かけ算

の筆算の位ごとに計算す

る考え方につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○か２３×３の計算のしかたを考えて、友だちに説明しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お金の図を書いて考える。 

 

 

 

 

 

 

・２３を、２０と３に分けて、２０×３と、３

×３を計算してから合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・２３を「１０と１０と３」など細かく分けて

考える。 

 

・よくわからない。 

 

 

 

 

★３人グループになり、自分の考えを相手にわ

かるように説明しましょう。 

〇自分の考えと比べたり、友達の考えの良いと

ころを見つけたりしながら聞きましょう。 

〇同じところ、似ているところがあるか、気を

付けて話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※もっと簡単にまとめてで

きる方法はないか考えさ

せる。 

※アレイ図やお金の図を書

いて考えるように声かけ

をする。（ヒントカードの

活用。） 

 

◎２位数×１位数の筆算の

仕方を既習の乗法九九な

どを基に、具体物や図、

式を用いて考え、説明し

ている。（ノート、発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜評価◎と支援の手立て【支】＞ 

◎２位数×１位数の筆算の仕方を既習の乗法九九などを基に、具体物や図、式を用いて考

え、説明している。 

Ｃ 正しい式は立てられるが、既習事項を用いて自分の考えを書くことができない。 

【支】既習事項（かけ算九九、図、式、言葉）を再度確認・助言し、自分の考えを書く

ことまでの支援をする。 

Ｂ 正しい式を立て、既習事項を用いて自分の考えを一つ書くことができる。 

【支】他にも既習事項を基にした考え方がないか助言する。 

Ａ 正しい式を立て、既習事項を用いて自分の考えを二つ以上書くことができ、説明でき

る。 

【支】称賛し、相手に分かるように自分の考えを文章で書かせる。 



 

８ 全体で確認し、ま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 振り返りをする。 

 

 

〇友達の考えを発表してもらいます。 

 

〇友達の考えが分かりましたか。 

・２３を２０と３に分けて考えています。 

・位ごとに分けて計算しています。 

・２×３、３×３をすれば、簡単に考えられま

す。 

 

 

〇今日のまとめをしましょう。 

 

 

 

〇本時の振り返りをする。 

①友達の発表を聞いて、気付いたことや分かっ 

たこと 

②今日の学習で分かったこと、次の学習で活か

したいこと 

〇学習の感想を発表してもらいましょう。 

・２３を２０と３にわけて計算すれば簡単にで

きる。 

・友達の発表を聞いて、かけ算のやり方が分か

った。 

 

 

★ICT専用スクリーンを使

い、児童の考えを全体に

広める。 

※様々な考え方を見比べさ

せ、それぞれのやり方の

共通点に気付かせる。 

※２３を２０と３に分けて

考えていることに着目さ

せる。 

 

 

 

 

※学習感想を書かせ発表さ

せることにより、本時を振

り返るとともに、次時の「筆

算の方法を考える」学習活

動への意欲をもたせる。 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/18                                考え 

 

問題  １まい２３円の画用紙を３まい買います。代金はいくらですか。  

     式  ２３×３ 

     １まいのねだん×買う数＝代金 

      

か題   ２３×３の計算のしかたを考えよう。 

     

見通し  ６０くらい 

      

 

ＩＣＴ専用スクリーン 

 

 

 

 

 

           まとめ 

 

 

☆２３×３は、２３を２０と３に分けて

考えると、計算できる。 

アレイ図  お金 

式（分けて計算） 
２３×３は、２３を

２０と３に分けて

考えると計算でき

る。 


